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4月 19日 、好天ほ恵まれた一日、年前中は荒川観察会、ヨ|き続き午後は総会が開かれました。

会が生まれて初めての総会で、会長に鈴木信子さん (三園 1丁目町会長)が 選ばれました。

ごあいさつ 会長 鈴 木 信 子

エルニーニョ現象の故か、今年の春は文字通り百花績乱、劇

的な訪れの感さえします。花の香りにもせるような一日、家族

と案連寺の石垣の下のトンボ池を見てきました。石垣の間から

チヨロチヨロわき出る済水が絶えることのないようにと、心か

ら願いながら赤塚公園ほ足をのばしました。少し盛りは過ぎま

したが、エリンソウの群落ほ感嘆の声を上げる人々の姿があり

ました。                         |  _ゴ    ー

私は戦中派です。何かを得るためには、何かを失わなければならないことはよ<承 知じ

ている心算ですが、戦後50余 年の間に、物の豊かさや、便利な生活とヨ|き換えに失つた

もののあまりの多さに憎然とする昨今ですもでも今この軌道修正をしなければとの想いが

あります。

失われた自然の回復という大きな目標の前ほたじろく気持ちもありますが、多<の 若い

万や、同志の皆様の情熱に支えられて、私なりに結一杯力をつ<したいと屈つています。「

どうぞよろし<お願いいたします。

荒川観察会|こ参力Bして 金谷  ツ ヤ子

1     気 ほかけていた前夜までの雨もあがり、す|まらしい陽気のなかでの観察会となりました。

1     集 合場所の浮間舟渡駅前を出発してすく、浮間公園の池の端では、さつそ<野 鳥クラブの皆さん

の観察が始まつたようで、望遠鏡の列ができていました。

土手での植物観察は、その勢いのよいこと、種類の多いこと・・・夢中でメモを取り、次々と問

近の植物を探索し、気がつ<と 皆さんから遅れ、慌てて追いかけるしまつでした。

昼食は、戸日橋上流のスタンド付近で、参加者が一緒にゆつ<り と語り、楽しみました。

足元の植物ばかりに気をとられた観察もそろそろ終わり|こ近<、 笹目橋近<で 土手|こ登り、涼じ

い風にあたりながら、今回の行程を遠<眺 めていて改めて気付きました。ここは、人間により造成

された河川敷で、そこ|こ復元、再生じつつある
'「
自然」だということ|こ。
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赤塚の森ポランテイアのこれからの活動計画について

赤塚の森ボランテイアは、エリンソウとは

居Jのプロジエクトとして活動することになり

ました。とはいうものの、
一結にできること

は共同で実施します。

城止公園の林の将来像を者え、管理計画を

たてるため、1年間は現状調査が中心となり

ます。また、森を知るための散歩マツフ
・
づ<

り等を行います。やり万として、中心になる

人たちで班をつ<り 準備を進めます。興味の

あるテーマには準備からお手伝い下さい。運

営会議で決まつたことは次のとおりです。

①植物 ・毘虫調査  5月 、 7月 、 11月

植物、昆虫の現状調査をします。調査につ

いては、まじめに、かなり本格的な調査を目

指します。植物、生物調査ほ詳しい方、今は

素人でも、その気になつてや_りたい方、下記

ほご連絡<だ さい。

また、これから見かけた昆虫情報を収集じ

ていきます。一緒にやれる人は声をかけて<

ださい。

翌3宅鼻  a  (3961) 2875  FAX (3964) 4314

②山遺 (城止公園広場からの道)の 整備

バイクの乗り入れなど峰より、裸地化し広

がつた山道の幅を少し狭<す る柵をつ<り ま

す。詳細ほ活動のお知らせ ( p 8 )参 照。

③赤塚公園自然大好きマツプづ<り (p 8参

照)赤 塚公園散歩マツプをつ<り ます。

公園のいいところを知つている人、知りたい

人、一結ほマツプをつ<り ませんか。

④赤塚自然大好きクイズラリ
ー(p 8 )

マツプづ<り で得た情報を使つて、クイズ

ラリーをしてみんなほ楽 しんでもらいます。

(1 1月 頃実施)

例えばこんなクイズはどうでしよう。

○コースを歩いて宝物さがし

赤い実、なほかの種、虫の食べあと、鳥

の羽根、落ちていをかもしろいもの等、

○両手でかかえきれない大きな本

O本 の肌模様をクレヨンと紙でこすりだす

○落ち葉 (推肥置き場)に すお虫さがし

①この落ち葉|よ何の本 ? 本 の実は何 ?

○乗連寺下の湧水にいる生きもの

O赤 塚公園周辺の湧水をさがす

○広場で遊ほう           |

メニユーづ<り 、自然遊び、イラスト、

PRな どの作業を手分けして準備します。

⑤水辺地の整備 (つづき)と 観察

乗連寺下ほ湧水の水辺をつ<り ました。今

メダカとオタマジヤクンが泳いでいます。ど

んな昆虫が<る か、観察しながら、植栽や水

辺の手直しをしていきます。    !

r・
       一 ・・= ~`・……

¬
5月 10日の観察会、最後に乗蓮寺下の出来立

て池に立ち寄る。その時、まさに、でた
一.″クロ

スジギンチャンである。池を掘つた時、水研の佐

藤さんが
'ク
ロスジならきつと来ますよ

宮
と言ってい

たが、こんな早く来ていいの
一、である。この先、

t.._"… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …ジ
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平成 10年 度の活動計画
t

くいたばし荒||1自然回復団〉

4月26日・緑の中の自然教室 「実験池づくりと自然観察」緑の推進委員板橋地区会との共

催 (水路と直結した粘土張りの池)

5月24日・秋が瀬公園見学会 (荒川本来の河川敷の自然、サクラソウを見る)

5月31日・第2回実験池づくり (雨水だけの粘土張りの池)

7月19日・見学会 (荒川下流での自然回復事業、千住新橋・堀の内・中土手・東四つ木)

8月 1日・河川敷キャンプと検討会(市民参加の工事内容の検討)

9月 ・環境会議 (生態園に隣接する自然地の計画案づくり)

10月24日頃・末の実、草の実拾い (秋が瀬公園、中学生ボランティア研修受入れ)

25日・荒川クリーンエイド

1月 。新年会

3月 ・ボランティア広場参加 (大原社会教育会館)

。この他、毎月第一木曜年後6時半より産業文化会館地下レストラン「サンイチ」にて運

営会議を行う
。野鳥クラブとの共催で、毎月20日頃(奇数月は平日、偶数月は土曜日)、年前9時半、

都営三回線西高島平駅改札集合により自然観察会を行う

ク
働
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エ リンソウと人々

(ニ リンソウ自生地のパ トロール活動)
1998-4/14

春風の便 りに、演歌 「二輪草」が生まれ、川中美幸がキャンペーンをしてい

ると、耳にしていたのですが、満開の四月十一 日に、エ リンソウの群落を見た
カラオケのフアンからテープで送 られてきました、花の姿に満足 して貰 っただ

ろうか ?
『花を植えたのですか ?』 .『 エ リンソウを売ってくれないのですか ?』 良
い質問ですが、残念なが ら立ち話では答えられず、不満を残 した様です。
『シロダモとコグサギをなぜ切 り倒 した』 と、お叱りを、シロダモは雪害のた
めコグサキは景観のため、 しか し林の基本的な管理方法が未だ判 らないので、

叱られたまま。
『ニ リンソウが増えましたね』 『ニ リンソウが減 りましたね』。同意を求め

られても、答えられません。ただ何時までもこの群落が見 られるか、どうか、

保証の限 りでは有りませんと答弁 しても疑 う日、納得する顔、さまざまで した。

公園のガー ドマンは 『皆さんの活動で、利用者が行儀良 くなりました』

清掃係の人 『他の地区よリゴミが少ないですね』足立区の歩こう会の人々、

杉並区か らバイクで写真撮影に、聖跡桜ケ丘、川崎市、蕨からサイクリングで、

浦和からも、板橋区エコポリスから写生会、文京区からは 「毎年楽 しみにして
エ リンソウを見にきます、板橋区の人は羨ましいです」と、 3月 27日 か ら

17日 間で大門地区の通過 した人の数は、 3382人 、四月五日の桜の花見時

は 579人 を記録 しました。やはり桜の魅力には勝てそうもありません、雨で

4日 間は活動を中止しました、でも雨上がりの後パ トロ
ールに一人でこられた

会員の方 もおられました。
エ リンソウが咲き始めてから、満開に成るまで毎日の様に、花の移 り変わり

を見 られた事は嬉 しい事で した、毎日、毎日が緑から白に、そして白が全体を

彩るまで、生 き生きとした春の香りを、どきどきしながら見る事が出来ました、

会員の参加人員は平均 して 6名 ぐらい、多い時は 10人 を越 しました、皆さ

んは花見の人達 との話 し合い等が、だいぶ楽 しい様で した、勿論不愉快な事 も

あり、驚かされた事もあり、ヘ ビの確認や ヒキガエルをベットにしていて、そ

れを散歩させに訪れる夫妻にあったり、遠 くモンゴルの美人を会員が案内して

来 り、ご無沙汰 した人との出会いもあり、プロミナを持ってきて、ウラシマソ

ウやヤマプキソウを皆で見たり、花見の人々に紹介 したり、ただビラを配って、

監視するのではなく、花と共に多 くの人と、本当の花見が出来た事を満足をも
って、ニ リンソウにお礼を言いたいと思います。
やがて、 4月 26日 の日曜日頃は、ヤマプキソウが満開になります。分布範

囲がどのように成ったか、心配です。ホウチャクソウ、ナルコユ リも多 くなり、

キツネノカミソリはぐんと株数を増や し、ウバユ リの範囲も広がりました。ハ

ナウ ドの開花 ももうす ぐです、番場地区のウワミズザクラ (イヌザクラ ?)が

花をほころばせ始めました。この号が皆様の御手元に届く頃は、残念なパら見

られませんね、来年の監視活動に参加されるか、ニリンソウの花見にお出でに

なれば、ほぼその年の林の中の花の情報を知る事が出来ると恩います。

終わりに一つ、竹林のタケノコがもう盗まれているとガ
ー ドマンが教えてく

れました。今年も竹林の管理に後手をふみました、残念ですが来年に期待した

いものです。
(区の花ニリンソウを保存する会 ・会員香取記)
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4/23 東京都緑の自然教室 実験池づくり

小雨が降っていたにも関わらず、約20人

が集まってくれました。

雨よけ及び更衣室としてタ
ープとテント

を張ってから作業を開始しました。

橋 ・水門・池づくりを並行して作業しま

した。

●実験のポイント

①水門により水ははいってくるか

②粘上で土壌改良した池の水の溜まり具合

③表土復元と移植による植生の復元

④水生生物の生息

⑤市民の人力でどの程度できるか

0当 日の結果、気付いたこと

。しばらくたつと水門の上下で水位が変わ

り、効果があった

。池を掘るとじわじわと地下水がしみでて

きたが、明らかに湧き出している箇所が

あった

。雨も降り、人数も少なめだったが、予定

どおり10時から15時で作業は終了した

みなさんお疲れさまでした

今後どんな池になるか楽しみです

4月12日、13日日の出の森の炭焼き体験
自然ボランティアの仲間を増やそうと企

画した行事でしたが、広報期間が短かった

こともあり、研究会のメンバ
ーを中心に9

人での行事となりました。

1日目 :竹を適当な長さに切ってドラム缶

窯へ入れる。竹炭を焼く間丸太で階

段をつくる。夜は施設の人達との交

流や囲炉裏談義で夜は更けた。

緑の推進委員板橋地区会

いたばし荒川自然回復団

主催 :自然ボランテイア研究会

協賛 :いたばし水と緑の会

2日 目:手入れの行き届かない竹と雑木の

林で竹切りをした。

竹酢液や炭の効用、炭焼きの仕方、ドラ

ム缶窯の造り方、そして竹の伐採について

学んできました。いつか赤塚でもドラム缶

窯で炭焼きをし、雑木林の管理と楽しみの

一つやした
いと思います。

※ 「甲の出太陽の家」に御世話になった
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活 動 の お 知 ら せ

貯例会は毎月第一木躍日 (6月 4日、7月 2日)薄 文ホールBl「 サライチ」で (食事可)ど なたでも。

荒川自然回復団

●秋が瀬公園見学会
赤塚の森ボランテイア

●運営連絡会 (活動の内容、進め方についての
日 時 : 5月24日 (日)午 前 9時 5分   1打 ち合わせ)(原則として偶数月の第4土曜日)
集 合 :東武東上線 志 木駅改札回前   1日  時 :6月 27日 (土)午後 1時 30分 から
車の人は羽根倉橋近くの公園内駐車場 ―

場 所 :赤塚5丁目集会所 (案連寺そば)′~          1連

絡先 :坂本 3579‐2598または3952-6688
交 通 :池袋/8:45急 行

大山/8:38→ 成増/8:54各 停
|●柵づ<り 班募集持ち物 :バーベキュー材料各自、飲み物、 ビ
1 地域にも呼びかけ、山が裸地fしするのを防ぐた~―

ル袋、スケッチブック、図鑑等

らって笹目橋緑地へ移植しましょう。    連 絡先 :矢日 3973‐0998
(連絡先 :かがみ5375-6404)        .公 園散歩マツプづ<りとクイズラリー班の募集
●第 2回 笹目橋緑地の実験池づくり

     赤 塚公園の自然派フアンのための散歩マツフ
・
を

星 唇:蘇昌聖昌益
日
≧督菖平鉄騒|:含前  :イ三:基こタェ=7y一空香空比萱すlf管ヽ

参加費 :300円 (薪代など) めの柵づ<り を行います (12、  1月 頃)。 柵

荒川の河川敷本来の姿が見られるという秋 ‐づ<り班は、材料の調達、柵づ<り を覚えて当

が瀬公園に水辺の様子や植生、そこの生き物 1日の指導を担当します。柵の作り汚は矢日さん

たちを見に行きましょう。種や実生を少しも |が伝授します。

アイデイア、地図づ<り 、PRな どで、お手伝
持ち物 :弁当、飲み物、           ノ

ヤ~:プ■′マ、)じ四ンヽ ソ、8い′oヒ ヽヽ uノ」■A

スコップ (あれば)(シ ャベルなど い 下さる方ご連絡<ださ
い。また、 1□ 目の準

服 装 :汚れてもいい服装、長靴で、着替え、備会を開きます。

履き替えも (テント用意します)  日  時 :5月 23日 (土)10時

参加費 : 200円 (保険代等) 場 所 :美術館前

(連絡先 :かがみ5375-6404)       連 絡先 :坂本 3579‐2598

●板橋荒川河川敷野島調査観察会      ● 赤塚公園クリーンアツプ(環境月間協賛行事)

日 時 :5月 20日 (水)午 前 9時 30分 日 時 :6月 7日 (日)午 前 10時 ～ 12時

集 合

持ち物
場 所 :美術館前

持ち物 :軍手

参加費 :200円
連絡先 番匠  3579‐2598、 080‐564‐6083

水面のツバメ、上空のイワツバメ、葦原の °
案連寺下水辺地整備 (つづき)と 観察

オオヨシキリ、草丈の低い所ではセッカ、渡 日  時
:6月 20日 (土)10時

り途中のシギ類の他、コチ ドリ、コアジサシ、場 所 :案蓮寺下(赤塚公園の石垣下)

サギ類、カルガモ、バンなどが見られるかと そ の他 作業あり。汚れてもよいか,こ うで。

現更1ド  3579-2598思います。 (連絡先 :栗林3959-2072) 連絡先

※4/4 AMll時頃赤塚 5丁目の湧水池のそばでメガネ (たぶん男性用 「LYLE&SCOT」)を 拾
いました。たぶん会の誰かのだと思い、預かっています。 (かがみ5375-6404)

都営三回線 西 高島平駅改札口前

お弁当、飲み物、双眼鏡、図鑑、

帽子その他


